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１.目的 

本調査事業の目的は、首都圏で働きながら乳幼児期の子どもを育てている女性

（ワーキングマザー）を対象とした子育て支援プログラムの構築に向けた調査研

究を実施することである。 

 戦後の日本社会において、父親は仕事、母親は家事・育児という性別役割分業

の在り方が一般的であった。しかし、90年代以降、共働き世帯が専業主婦世帯を

上回っているにも関わらず、長時間労働などの理由による男性の家事・育児への

不参加は変わっていない。結果、ワーキングマザーには仕事・家事・育児の負担

が重くのしかかっている。さらに、他の先進国と比較して、日本は公的な子育て

支援の投資が少ないため、子どもの教育費の負担など経済的な重圧も加わってい

る。このような背景を踏まえて、今回の研究において、下記の２つの調査を実施

する。 

 １）乳幼児を養育しているワーキングマザーへの聞き取り調査 

 ２）既存の子育て支援プログラムの分析調査 

 

２. 実施内容および得られた知見 

１）乳幼児を養育しているワーキングマザーへの聞き取り調査 

まず、社会福祉法人ちとせ交友会より研究実施の了承をうけ、所属する国立成育

医療研究センターにおいて研究実施に関する倫理審査を受けた（「研究のお知ら

せ」募集チラシを参考資料１として添付）。また、聞き取り調査を実施するにあ

たって、明治大学の藤田結子教授を訪問し、聞き取り調査における注意点などに

関してアドバイスを受けた。藤田教授は、２０１７年に『ワンオペ育児：わかっ

てほしい休めない日常』を出版している。 

 ２０１８年７月から１２月にかけて、合計１４名のワーキングマザーにインタ

ビューを実施した。しかし、１名は ICレコーダーの不調で、音声が録音されてお

らず、もう１名は聞き取り調査を実施した際に、現在、就業していないことが判

明したので、残りの１２名（２名のダイオーズ社員を含む）の聞き取り調査の結

果を今回の分析対象とした。インタビュー時間は、大体７５分程度で、４名の聞

き取りは、協力頂いた保育園で行い、その他は国立成育医療研究センターや、参

加者が指定した喫茶店などで行った。対象者は、全員、保育園に通園している３

歳以下の子どもがおり、フルタイム（フレックス・時短を含む）で仕事をしてい
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た。１名のみ、育児休業中だった。２名は自営業、１名は福祉関係の専門職で、

残りは会社勤務だった。聞き取り調査終了後、テープ起こしを専門の会社に注文

し、分析に用いた（一名分の一部を資料２として添付）。現在、聞き取りをした

内容の分析を進めているところであるが、下記のようなテーマが浮かび上がって

きている。 

A) 仕事と育児のバランス 

B) 会社に対する思い 

C) 時間のなさとワンオペ育児 

 

A) 仕事と育児のバランス 

聞き取り調査をしたワーキングマザー全員が仕事をしていることに何らかの満足

感を得ており、可能な限り仕事を続けたいという希望があると感じた。その一方

で、仕事と育児のよいバランスがどこなのかに関しては、皆一様に悩んでおり、

しかし両立させるだけで精一杯でゆっくり落ち着いて考える時間もないという状

況が多く見られた。特に子どもに対して十分な時間を割けているのか、子育ての

方針が正しいのか？という不安が多かった。 

 聞き取り調査を実施するに当たって、保育園に対する希望や改善の要望がある

のでは？と予想していたが、保育園に対する不満は特になく、預かってもらえる

だけでありがたいという意見が多かった。ただ、１歳からだと入れず待機児童に

なってしまうので、０歳から入れたという親も多かった。男の子を持つ親に関し

ては、子どもが元気すぎるので家で二人っきりだと辛かったかもしれないと言う

意見もあった。特に０歳から預けた場合、病気にかかり仕事を休まないといけな

い状況が頻繁に発生し、対応が大変だったという母親が多かった。 

 周りからのサポート（実の親・義理の親など）が充実している場合、子育てに

対してゆとりをもって臨めているという印象を受けた。サポートを受けている母

親たちからは、「自分は恵まれている。もしサポートがなかったら絶対無理！」

という意見が多く聞かれた。しかし、義理の親に対しては、やはり遠慮があるの

か、実の親ほどサポートを頼んでいないようだった。夫からのサポートに関して

は、C)で述べる。その他のつながり（ママ友）に関しては、仕事をしているため

迎えの際に話したりする時間がないため、保育園での母親同士のつながりは薄い

ようで、以前からの友人や会社の同僚や先輩からの情報収集・交換が多いという

場合が多かった。 
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B) 会社に対する思い 

多くのワーキングマザーに共通していたのが、仕事をするにあたって、会社が

「ほどほど」の選択肢を用意していないという思いである。聞き取りしたワーキ

ングマザーは、一様に任せられた仕事は責任を持って達成したいと述べている。

しかし、限られた時間の中でこなせるだけの量を超えている業務を課せられるこ

とで、仕事も育児も中途半端になってしまい葛藤を感じるというケースが見られ

た。また、ワーキングマザー側も自分の裁量で判断したり、または上司に「これ

以上、出来ません」と言うことをためらう様子もうかがえた。 

 また、仕事と育児をバランスよく両立させながら管理職になった女性がおら

ず、ロールモデルがないという声も聞かれた。会社側としては、意欲の高い人材

が欲しい、そういった人材になって欲しいと希望するのは当然であり、そのため

の支援（病児保育やベビーシッターの費用の負担など）を充実させている会社も

増えていると思われる。しかし、いわゆる「バリキャリ（バリバリのキャリアウ

ーマン）」を望んでいない人に対してのバリバリ働くことを強要したり、バリバ

リ働くことを望まない人を２軍扱いすることは、ワーキングマザーのモチベーシ

ョン低下につながると思われる。ワーキングマザーが仕事に対してどこまでコミ

ットできるかは、育児の状況（家族からのサポート、子どもの年齢など）によっ

て大きく変わるので、「バリバリ」、「ほどほど」、「ゆるく」をその時々の状

況において行ったり来たりできるようにすることが、必要であると感じた。望ん

でいないにもかかわらず「バリバリ」を強要された場合、子どもに対して十分時

間を割けない罪悪感から仕事に対するモチベーションが低下し、結果、会社に対

する忠誠心が薄れると思われる。３０代は、約１０年働いてきて、今後どのよう

な道を選ぶか悩む時期でもあると思われるので、本人の希望を丁寧に聞き取るこ

とが仕事に対するモチベーションアップにつながると推測される。 

 

C) 時間のなさとワンオペ育児 

自分の時間が欲しい！という切実な声が多かった。夫からのサポートに関して

は、平日朝ごはんを用意したり、保育園の送りを担当したり、週末に遊んでくれ

るという事例が多かった。しかし、どの家庭でも夫の帰宅時間は大体夜の９時過

ぎで、５時頃に仕事が終わって子どもを保育園に迎えに行って、その後、ご飯を

準備して食べさせて、お風呂に入れて、寝かしつけるのは母親で、しかもそれを

一人で行う、いわゆるワンオペ育児だった。朝、夫が子どもを送っていき、母親
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がフレックスで早く出勤してその分早く帰って、子どもを迎えにいけるよう役割

分担をしている家庭が多かった。皆、夜の寝かしつけまでをなるべくスムーズに

やりたいと願っているが、どうしても寝させる時間が遅くなってしまい、不本意

であると感じている場合が多かった。また、夫が不規則な時間に帰ってくるとル

ーティーンが崩れるので、なるべく同じ時間に帰ってきてほしいという意見も聞

かれた。 

 そのように日々時間に追われて、焦る気持ちの中で育児しているワーキングマ

ザーの多くは、夫が自分の時間を持てていることに苛立ちを感じていた。母親が

家事も育児も一切考えないでいい時間を少しでも持つことがリフレッシュにつな

がるのではと思われる。男性は、まだ話せない乳児期の子どもとどのようにコミ

ュニケーションを取っていいのかわからないので、育児参加しない可能性も考え

られるので、妊娠期から情報提供することで乳児期からの父親の育児参加を促進

できる可能性も示唆された。夫が早期から育児参加をすることで、ワーキングマ

ザーが自分の子育てに対する漠然とした不安を感じるリスクを減らすことができ

るのではないかと考える。 

 

 ２）既存の子育て支援プログラムの分析調査 

現在、様々な子育て支援プログラムが存在するが、主にハイリスクな家族（例、

虐待をしてしまう可能性のある親）を対象としており、かつ海外から導入してき

たプログラムが多い（例、トリプル P→オーストラリア、ノーバディズ・パーフェ

クト→カナダなど）。よって日本の一般的な親にとってどのくらい有効なのかは

明確でない。首都圏のハイリスクではないワーキングマザーを対象とした子育て

支援プログラムを構築するにあたり、トリプル Pとノーバディズ・パーフェクト

の研修に参加し、これらのプログラムの内容を学び、それぞれの長所・短所につ

いて学んだ。「ノーバディズ・パーフェクト（完璧な親はいない）」は、カナダ

を発祥とする子育て支援のプログラムで、大体 6～20名の乳幼児を親を対象に２

時間セッションを最低で６回実施する。今回、NPO法人子ども家庭リソースセンタ

ーが実施する講習に参加した。親が使えるテキストなどの資料が充実しているこ

とがノーバディズ・パーフェクトの長所の一つであると感じた。その一方で、働

く親が２時間ｘ最低６回このプログラムに参加することは時間的制約によりかな

り難しいのではと感じた。この点に関して、子ども家庭リソースセンターも適切

な方法がないか模索中であるとのことだった。 
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 また、NPO法人 Triple P Japanが実施するグループ Triple Pの講習にも参加し

た。「Triple P-前向き子育てプログラム」は、オーストラリア発祥の子育て支援

プログラムで、１０～１２名の２～１２歳の子どもを持つ親を対象に８回のセッ

ションを行う。８回のセッションは、４回のセッション、３～４回の電話セッシ

ョン（各１５～３０分）、グループ修了セッションにより構成されている。この

プログラムは、内容が心理学の研究成果に基づいていることが長所であると感じ

た。しかし、その一方で子育て支援の内容が高度で支援を実施する側にかなりの

知識と経験が求められると感じた。結果、実施する側に知識やスキルが欠けてい

る場合、効果的な子育て支援にはならないリスクがあると感じた。また、支援者

になるための講習の参加費が高額であることも短所であると感じた。 

 どちらのプログラムも根拠に基づいた内容で構成されており、適切に実施され

た場合、有効であるのではと思われる。しかし、これらのプログラムは、最高で

も２０人程度で実施するため、沢山の人を対象に実施することが難しいのが短所

であると感じた。また、時間がない親を対象に２時間のセッションを６回や８回

も実施するのも難しいと感じた。 

 

３． 今後の展開 

今回、インタビューをしたワーキングマザー全員が何らかの形で子育てに対して

葛藤を感じていることが明らかになった。そして、その葛藤の源のひとつとし

て、時間がないことの可能性が示唆された。この問題は、現在、社会問題として

認識されている働き方改革や女性活躍の推進、男性の育児参加と密接に関係して

おり、会社の人事部やダイバーシティ推進部などにも聞き取り調査を実施し、会

社側の視点や意見なども理解する必要を感じた。引き続き、聞き取り調査結果の

分析を実施し、働く母親の状況の理解を深めると共に、得られた知見を踏まえて

どのような支援をしていくことが子育ての負担軽減につながるのかを考えて行く

予定である。分析の結果は、日本人口学会や赤ちゃん学会などで発表する予定で

ある。 
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